
◎ １月の校長日記を掲載します。 

 

 ●１２月２５日（土）から１月１０日（月）まで 

   学校も私もメンテナンスのためクローズです。１年間ありがとうございました。 

   どうぞご家族でよいお年をお迎えください。１月１１日（火）、みんな元気に集ま 

ろう！ 

 

 ●１月１１日（火） ～ こどもたちとともに ～ 

   あけましておめでとうございます。今年も喜志小を、併せて『校長日記』をよろし 

くお願いいたします。３学期始業式の今日、こどもたちも職員も元気に登校できま 

した。これが一番うれしく、正直ほっとしたことです。さて始業式ですが、２つか 

３つの学年に体育館に入ってもらい、他は従前どおり教室（Ｚｏｏｍ）でと年末に 

は考えていたのですが、年始からの感染症拡大を受けて、これまで通り全学年教室 

（Ｚｏｏｍ）にて行いました。私から、避難訓練に向けて、３学期の生活につい 

て、それぞれ担当教員より、最後に児童会代表児童より、私も入れて４人が順番に 

話をしたのですが、伝えたい事を最も明確に、端的に話していたのは、児童会代表 

児童でした。４番打者の満塁ホームラン！ またひとつこども（たち）に教えて貰 

いました。今年もこどもたちとともに、喜志小を創り、盛り上げていきますので応 

援よろしくお願いします。 

 

 ●１月１２日（水） ～ お雑煮で、夢を膨らまそう！ ～ 

   今日から通常授業、そして給食が始まりました。今年初めての給食献立は、ごは 

ん、牛乳、すまし雑煮、ぶりの照り焼き、煮しめ というおせち仕立てです。最近 

では、おせち料理をつくられるご家庭も減ってきていて、お重に入ったおせちその 

ものを、また単品を購入されることも多いようです。またお雑煮を知らないという 

こどももいます。お雑煮といえば、このあたりでは白みそに丸餅というのが定番で 

すが、すまし汁であったり、角餅であったり、また、お餅の中に餡（あん）などの 

具材が入っていたり、焼き餅であったりなど、多くの組み合わせがあるそうで、な 

かなか奥が深いですね。お正月でなくても、一度こどもたちと一緒に「我が家のベ 

ストお雑煮」をつくられてみてはどうでしょうか。これが日本中に広まって「日本 

の定番、○○さんちのお雑煮」になる、こんな凄いことが起こる！かも？ ところ 

で私はといえば、今日は一日出張で、『おせち給食』を食べることができませんで 

した。年に一度のチャンスを逃し本当に残念でした。 

 

●１月１３日（木） ～ 『きらめいて』喜志小 ～ 

   夕方少しずつ日が長くなってきましたが、夜明けはまだまだ遅いですね。春夏秋と 

朝６時から校舎を開けに回っていたのですが、今（冬）は６時２０分からにして 

います。というのも、その時刻にならないと扉の鍵穴が全く見えないからなので 



す。日の出は７時頃なのですが、６時２０分を過ぎると少しずつ空が『明るく』な 

ってきて鍵穴が見えるようになります。あらためて『明るさ』について考えるひと 

時です。今日は、３学期初めての全学年６時間授業です。朝の会（７時４０分に、 

ひまわり教室前に集まってくれている児童たちと、私とでやっています。）でこの 

ことを伝えると、目が『輝き』出しました。「ということは、長休みも昼休みもあ 

るんや。」「今日は、なわとび検定もあるでえ。」「図書室もずっと開館や！」こんな 

風に次々に『ひらめく』こどもたちでした。こどもたちは学校が大好きです。朝早 

くに登校してくれるこどもたちは、特に『元気』です。まだまだ厳しい寒さが続く 

ようですが、心も体も温かく、今日もこどもたちと一緒に『きらめき』ながら、楽 

しい一日を過ごします。 

 

 ●１月１４日（金） ～ ともに、今日も ～ 

   「感染症予防に最新の注意を払われながら、「こどもたちとともに」新しい一年を 

スタートされたところと存じます。」地域の方から、毎月励ましや応援のお手紙を 

いただいています。そのお手紙にはいつも、「こどもたちは」「こどもたちを」「こ 

どもたちのために」等、“こどもたち”が入っています。学校というところは、こ 

の“こどもたち”の存在があって初めて成り立っています。この極めて当たり前 

で、かつ素晴らしいことを、お手紙をいただくたびに繰り返し唱えるのです。そし 

て先ほど（当月）のお手紙にある「こどもたちとともに」歩んでいるか、職員とと 

もにいつも点検・確認しています。お手紙をいただいていることに心より感謝申し 

上げます。３学期が始まって最初の週末を、仲間とともに元気に迎えました。 

 

 ●１月１５日（土） ～ ご理解ご協力を ～  

   今日は、『見守り隊との情報交換会』（みまもり活動を行っていただいている地域の 

皆さま、富田林警察署、本校ＰＴＡ本部役員及び校長・教頭）の予定でしたが、こ 

の間のコロナウイルス感染症拡大状況を受け開催を断念いたしました。参加を予定 

し、日程調整をしていただいた関係者の皆さまには、心よりお詫び申し上げます。 

また、中止の連絡を電話にてさせていただきましたが、念のため、開催予定時刻の 

１０時の前後には、正門付近に立たせていただきました。どなたも来られませんで 

したので大丈夫かとは存じますが、万一行き違っておりましたら申し訳ございませ 

ん。今後の情勢が読めない中、各種会合はもとより校内行事や取組につきまして 

も、延期・規模縮小、場合によっては中止も含め、判断が難しく急遽変更を行う場 

合も出てくるかと存じますが、ご理解ご協力を頂きますようよろしくお願い申し上 

げます。なお、こどもたちに直接かかわるような内容につきましては、安全を念頭 

に置きながら、『学び』を止めない方向で進めて参りますことを申し添えます。 

 

 ●１月１６日（日） ～ それぞれの輝きを ～ 

   今日は、一度登校し、一日の確認・着替えをして、すばるホールで行われる『国際 

平和ポスター展示会・表彰式』（富田林ライオンズクラブ・南大阪みささぎライオ 



ンズクラブ合同主催事業）に参加させていただきました。市内小学校５・６年生か 

ら２１５作品（本校からの２５作品を含む）の応募があり、全作品が展示されてい 

ました。今年度は例年以上に優秀作品ぞろいでした。その中で、１０作品が受賞さ 

れ、表彰されました。本校からも１作品が富田林市教育長賞をいただきました。他 

校の保護者の方が「いつも絵ばかり描いているのですよ。でも、本当に好きなんで 

すね。」とおっしゃっていたのが印象的でした。一つのことに集中できる、そこに 

輝きをみせている、本当に素晴らしいことだなあと感じました。どんなことでもい 

い、何かひとつでもいい、きらりと光るものをこどもたちは持っているはずです。 

それを見いだし、伸ばしていくのも私たち大人の責務だと考えています。 

 

 ●１月１７日（月） ～ 表裏一体 ～ 

   ３学期第２週がスタートしました。始業式の日から好調を維持している児童、この 

土日でリズムを立て直してきた児童等、今日も元気に登校してくれています。た 

だ、厳しい寒さが続く中、風邪の症状を訴える児童もいます。引き続き、手洗いや 

消毒、給食時の黙食など、感染症対策も行っていきます。今日は、長休みと昼休み 

に『なわとび検定』があります。なわとびの技によって、級や段位を認定します。 

びっくりするような大技を決めた瞬間のこどもたちの笑顔がとても素敵です。日頃 

より、意欲向上と体力づくりの「一石二鳥」を狙っているところです。３学期はあ 

っという間に過ぎますので、各種取組にも内容の充実と時間の効率化が求められま 

す。ここでも「二頭追うもの一頭も得ず」とならないよう、充分な計画と配慮が必 

要です。 

 

 ●１月１８日（火） ～ 命を大切に ～ 

   今日は全校朝会からスタートしました。始めに学生科学賞（夏休みの理科の自由研 

究）受賞者（３名）と国際平和ポスターで富田林市教育長賞受賞者（１名）の校内 

表彰式を行いました。これからもいろいろなコンクール等にどんどん挑戦していっ 

て欲しいと思います。次に私から「命を大切に」をテーマに、阪神・淡路大震災と 

コロナウイルス感染症について、状況は異なるものの、自分の命も、仲間や家族の 

命も、ともに守っていかなければならないことを呼びかけました。特にコロナウイ 

ルス感染症については、マスクをつける、手洗いをする、黙食を行うことによっ 

て、自分の命も、仲間の命も守ることができるということ、感染リスクを低下させ 

ることができるということを話しました。１時間目、５年生は２班に分かれてミュ 

ージカルの練習をしていました。また２・３時間は、１年生がゲストティーチャー 

をお迎えしての『けん玉教室』を行いました。いずれも命があってこそできること 

ですね。お互いに、一日一日、命を大切に生きていきましょう。 

 

 ●１月１９日（水） ～ 一日のスタート、朝が肝心 ～ 

   今日は、いつもより少し早めの校舎回り。葛城金剛の山並みが少しずつ見えてく 

る、そんな朝のシーンを久しぶりにゆっくり眺めながら、４５分かけて開錠してい 



きました。念には念をということで、扉だけでなく、外向きの窓すべて開けて児童 

が登校して来る１時間前には、換気を始めています。消毒等も含め、出来る事、考 

えられる事を全職員で引き続き、丁寧にやっていきます。７時４０分の『ひまわり 

前朝の会』の時に、６年生数人が、「ミュージカルの練習（朝練）をしたい」とい 

つもより早く登校してきました。「自分たちで練習しようと考えた」とのこと。喜 

志小がめざすことのひとつである『自主性』が育っていて、嬉しく思うと同時に、 

朝の時間の大切さをあらためて痛感しました。喜志小は今日も元気です。 

 

 ●１月２０日（木） ～ えらい！ ～ 

   ３時間目、１年生が合同体育でなわとびをしています。普段であれば、お互いに跳 

び方を教えあったり、グループになって見せ合ったりできるのですが、今は、ひと 

りひとり間隔を十分空けて、黙々と跳んでいます。どの子もいっしょうけんめい、 

自分に挑戦してくれています。本当はもう少し話をしながら、楽しみながらやりた 

いのでしょう。しかし、こどもたちなりに現在の状況を考え、我慢してくれていま 

す。こどもたち、えらい！ なわとびのあとは、サッカーです。指導は、学生時代 

は選手として、今は地域のサッカークラブでコーチをしている担任の先生です。 

こどもたちは、『現役』のサッカー指導者の話を真剣に聴いた後、楽しそうに走り 

出しました。先生、えらい！ 

 

 ●１月２１日（金） ～ きっといつかは ～ 

   昨日と同じ３時間目、今日は３年生が体育の授業で、運動場でサッカーをしていま 

す。さすが上級生で、１年生よりスピードがあるし、動きも多彩ですが、楽しそう 

にやっている様子は、共通したものがあります。天気が良く、風もないというよい 

コンディションにも恵まれました。また、今日は長休み・昼休みとなわとび検定が 

あります。すでに級を超えて有段者、そして名人も誕生していて、頼もしい限りで 

す。有段者や名人には高学年が多いのですが、後輩たちがこの技を見て、自分もあ 

のようにやってみたい、更には先輩のように生きていきたいと思ってくれたら嬉し 

いなあと思います。さあ、やってみよう！「きっといつかは、私も！」 

 

 ●１月２２日（土） ～ こんな時こそ ～ 

   今朝は９時前に登校し、昨日残した事務作業の整理と、コロナウイルス感染症の現 

状のきめ細かな把握・同じく拡大予防対策の再確認などを行いました。昼食を挟ん 

で、午前中の続きと、来週以降の動きやいろいろな取組みをどうしていくか教頭先 

生や首席先生と熟考しておりました。ベスト（完璧）とはなかなかいきませんが、 

保健所や市教委、関係機関そして保護者の方々と連携しながら、早期の終息と感染 

拡大予防に向けて取り組んでまいります。「こどもたちのために一緒にがんばりま 

しょう」「先生たちも無理しないでね」こんなやさしい、ありがたい声をいただ 

き、心より嬉しく感謝しております。ありがとうございます。 

 



 ●１月２３日（日） ～ 『幸せ』になるということ ～ 

   今日は、朝から学校にきました。２つの忘れ物を取りにきたのですが、１つ忘れた 

ままで帰ってしまいました。途中で気が付いたのですが、「まあ、ええか！」と。 

毎日がものすごい勢いでやってきて、息をつく間もないという感じですが、こんな 

時こそ慌てたらあかん、「急（せ）いては事を仕損じる」やなあと自戒しました。 

一方で、毎日何かをしたり考えたりできること、役割を与えていただいていること 

って『幸せ』なことやなあとも思いました。みんなが『幸せ』になること、これが 

自分にとっても『幸せ』になることやなあと・・・。どうでしょうか。 

  

 ●１月２４日（月） ～ ごめんなさい ～ 

   本日はコロナウイルス感染症拡大に関する各種対応のため、休刊いたします。申し 

訳ありません。 

 

 ●１月２５日（火）～２７日（木） ～ よろしくお願いします ～ 

   今日より 3 日間、コロナウイルス感染症拡大の状況をふまえ、臨時休業いたしま 

す。保護者のみなさんには何かとお世話をおかけいたしますが、よろしくお願いし 

ます。また児童のみなさんは、iPad（アイパッド）にて健康観察及び課題等のや 

り取りを担任の先生と行います。なお校内では、このやり取りと並行して、消 

毒作業、情報収集、学校再開後の動き等の確認などを行います。 

 

 ●１月２６日（水） ～ ご理解ご協力に感謝いたします ～ 

   本日、午後１時１５分より入学説明会を行いました。臨時休校していること及び現 

   在の社会状況に鑑み、説明会そのものは中止し、書類の受け渡しのみを玄関にて行 

いました。急な変更で申し訳なかったのですが、ご理解ご協力をいただき、スムー 

ズに終えることができました。ありがとうございました。また、在校生の保護者を 

中心に、さまざまなルートで変更連絡を回してくださいました。さらに、保育園・ 

幼稚園からのアナウンスを依頼させていただいたところ、快く協力してくださいま 

した。さまざまな方々より応援をいただきましたこと、重ねて御礼申し上げます。 

  

  ●１月２８日（金） ～ 少しずつ確実に ～ 

   今日から、学校を再開しました。本日の授業については、復習を中心とし、体育及 

び各学年の取組は見送り、特別教室も使用しないという体制で臨んでいます。週明 

けからは、状況を見ながら少しずつ進めていきます。また出席停止を余儀なくされ 

ている児童には、休業期間中同様、iPad（アイパッド）にてやり取りを行ってい 

きます。「３密」を避ける、手洗い（特にトイレ、給食時は念入りに）・アルコール 

消毒やマスク（鼻からあごまで覆う）の徹底、職員による校内消毒等、引き続き確 

実に確認しながらやっていきます。なお既にお知らせしたとおり、明日の予定され 

ておりました『漢字検定』は中止させていただきます。 

 



 ●１月２９日（土） ～ まちを憂う ～ 

   引き続きこどもたちやご家族の感染症からの回復と「第６波」の早期収束を願いな 

がら、今後の教育活動及び校内体制について、朝から検討しています。なお、現在 

の感染状況下においては、いつ、だれが、どのようにして陽性者や濃厚接触者にな 

るか、わからない情勢です。すべてのこどもたちが安心して登校できるように、 

どうか保護者のみなさん、地域のみなさんにおかれましては、個人情報保護・人権 

尊重の観点からも、落ち着いた対応を取っていただきますよう、切にお願いいたし 

ます。また、風評や不安を煽るような言動・行動や偏見は、断じて許されません。 

このまちに住む、すべての人々のまごごろ、人を思いやる気持ちのありようが、 

今、試されています。 

 

 ●１月３０日（日） ～ 今一度 ～ 

   新聞のあるコラムに、「こどもたちや孫たちに、いったい、どんなかたちの日本 

を、世界を手渡すのか。コロナウイルスの感染拡大を機に、もう一度、根本的に、 

深く考えてみる必要がある。」とありました。また、別のところでは、「『怒り』は 

『困り』であって、人にぶつけるものではなく、人に聞いてもらうものだ。」とも 

ありました。コロナウイルスそのものについては、みなさん同様、専門家のみなさ 

んにゆだねるより他に方法がないのですが、昨日書かせていただいたことについて 

は、私自身のでき得ることを、精一杯やっていきます。すべての人が、自身とまわ 

りの人々の人権を十分尊重し、安心して過ごせる学校を、このまちを、こどもたち 

と一緒に創っていきます。保護者のみなさん、地域のみなさんにおかれましては、 

どうか今一度、ご自身の言動・行動をよくよく顧みられ、自制いただきますよう重 

ねてお願いします。 

 

 ●１月３１日（月） ～ 夜明けは近い ～ 

   今朝も５時に来て、校舎内の換気を行うことから一日を始めました。少しずつです 

が、日の出時刻が早くなってきて、鍵穴も見やすくなってきました。登校後、日頃 

なら運動場で遊ぶ姿が見られるのですが、今は念のために静かに教室で待機しても 

らっています。少しの間、こどもたちには何かと不自由な思いをさせるのですが、 

こどもたちは、今の状況をよく理解してくれていて、まわりに気を配りながら、落 

ち着いて行動してくれているのがうれしいです。また、この土日に掲載させていた 

だいたことに関する保護者・地域のみなさんからの反響もあり、賛同や応援の声を 

いただきました。ありがとうございました。 


